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第217号

り
変
化
す
る
医
療
環
境
や
、
働

き
方
改
革
推
進
な
ど
の
社
会
情

勢
に
対
応
す
る
た
め
の
柔
軟
な

病
院
運
営
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
医
師
や
看
護
師

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
や
、
今
後
目
指
す
病
院
運
営

な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
賛
成
の
立
場
か

ら
２
人
の
議
員
が
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
医
業
収
益
額
と
人
件

費
比
率
の
推
移
、
市
民
病
院
以

外
の
市
職
員
定
数
の
推
移
を
考

慮
し
て
定
数
管
理
を
図
る
こ
と

や
、
医
療
の
質
と
健
全
経
営
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
経
営
を
見

え
る
化
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�
感
染
症
総
合
対
策
の
強
化
に

関
す
る
補
正
予
算
を
可
決

　

市
は
、
冬
場
に
お
け
る
感
染

症
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、

２
年
７
月
に
策
定
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合
対

策
の
う
ち
強
化
す
べ
き
取
り
組

み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
今
定
例

会
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
予
算
を
含
め
た
一
般
会
計

及
び
病
院
事
業
会
計
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
保
育
所
や

福
祉
施
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
表
面
温
度
を
計
測
す
る
Ａ

Ｉ
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
設
置

す
る
経
費
や
、
先
進
技
術
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

を
支
援
す
る
経
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

（
基
本
給
付
）
の
再
支
給
に
関

す
る
経
費
な
ど
３
億
８
６
７
３

万
円
増
額
と
な
る
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

職
員
及
び
議
会
議
員
の
期
末

手
当
を
減
額

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
一
般

職
員
や
特
別
職
員
、
議
会
議
員

な
ど
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

見
直
す
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、

栗
原
ホ
ー
ム
及
び
馬
入
ふ
れ
あ

い
公
園
は
５
年
間
、
袖
ケ
浜
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
４
年

間
、
指
定
管
理
者
が
管
理
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

◆�

人
事
案
件
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

○
蓑
島
友
子
氏
（
袖
ケ
浜
）

○
朝
倉
隆
氏
（
花
水
台
）

　

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
で
議
員

提
案
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
緊
急
経
済
対
策
を

実
施
す
る
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
て
、
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の

６
か
月
間
の
報
酬
月
額
を
５
％

減
額
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
減
額
期
間

を
３
年
３
月
ま
で
４
か
月
間
延

長
す
る
会
議
案
が
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
議
員
の
報
酬
及

び
期
末
手
当
は
総
額
で
１
０
７

２
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

◆�

市
民
病
院
職
員
定
数
条
例
を

制
定

　

市
職
員
定
数
条
例
に
定
め
ら

れ
て
い
た
市
民
病
院
の
職
員
定

数
に
つ
い
て
、
市
民
病
院
部
分

を
分
離
し
て
新
た
な
条
例
を
制

定
し
、
定
数
を
54
人
増
員
す
る

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
自
に
職
員
定
数
を
管
理
す

る
こ
と
で
市
民
病
院
の
独
立
性

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

主 な 内 容

議
員
報
酬
の
減
額
期
間
を
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
鑑
み
条
例
改
正

令和2年12月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
２
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
制
定
や
令
和
２
年
度
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
14
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
議
員
の
報
酬
月
額
の
減
額
に
関
す
る
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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令和
元年度
〈〈〈決算特別委員会の質疑内容は７面に
決算を認定 　９月定例会に提出された令和元年度の決算の認定に関す

る議案について、付託された決算特別委員会の審査結果を
受け、12月定例会初日に各会計決算とも認定しました。

一般会計の決算額

歳入総額
864億
59万円

地方消費税交付金
44億3069万円（5%）

繰越金
30億4476万円（3%）
諸収入
33億4273万円（4%）

国庫支出金
145億7531万円（17%）

市債
52億1735万円（6%）

県支出金
58億3586万円（7%）

市税
438億2775万円
（51%）

歳出総額
824億
5,990万円

土木費
96億5018万円
（12%）

衛生費
67億7201万円（8%）

公債費
53億3294万円（6%）

総務費
81億5690万円（10%）

教育費
80億3799万円（10%）

※金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わないところがあります

消防費
29億3573万円（4%）

商工費
19億6965万円（2%）

その他
20億2956万円（2%）

民生費
375億7494万円
（46%）

その他
46億3955万円
（5%）

使用料及び手数料
14億8658万円（2%）

「
楽
し
い
散
歩
」

�

《
撮
影
　
早
川
英
司
さ
ん
／
日
向
岡
》
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総
括

ま
え
た
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
中
、
国
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
押
印

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
押

印
の
見
直
し
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
、
事
務
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
喫
緊
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
11
月
に
現
状
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
調

査
結
果
を
集
計
し
た
。
今
後

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
基

本
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
も
踏

ま
え
な
が
ら
押
印
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

問
　
調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
市
民
に
押
印

を
求
め
て
い
る
申
請
書
な
ど
が

約
２
９
０
０
種
類
、
庁
内
で
使

う
申
請
書
な
ど
が
約
３
５
０
種

類
あ
り
、
こ
れ
か
ら
精
査
し
、

一
定
の
方
向
付
け
を
し
て
進
め

て
い
く
。
今
の
段
階
で
は
、
市

民
に
押
印
を
求
め
て
い
る
も
の

な
ど
の
う
ち
約
６
５
０
種
類
は

押
印
を
廃
止
し
て
も
大
丈
夫
で

は
な
い
か
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
庁
内
で
使
う
も
の
の
う

市
長
に
問
う

諸
伏
　
清
児 

議
員

今
後
の
市
政
の
動
き
に
つ
い
て

坂
間
　
正
昭 

議
員

ち
約
３
分
の
１
は
廃
止
し
て
も

大
丈
夫
で
は
な
い
か
と
見
込
ん

で
い
る
。
国
の
方
針
な
ど
も
示

さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
基
本
的

な
考
え
方
を
ま
と
め
つ
つ
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

問
　
新
し
い
生
活
様
式
に
お
け

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進

す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
事
業
と
し
て
ひ
ら
つ
か
ス

タ
ー
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
事
業
者
や
市
民
へ
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及

に
努
め
た
が
、
成
果
を
伺
う
。

市
長
　
３
万
９
千
人
超
の
ポ
イ

ン
ト
購
入
者
と
、
１
千
を
超
え

る
事
業
者
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
追
加
販
売
を
含
め

て
、
発
行
総
額
約
15
億
１
７
０

０
万
円
が
市
内
店
舗
な
ど
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進
と

消
費
喚
起
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
お
り
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
成
功
を
収
め
た
事
業
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
が
、
反
響
が

あ
っ
た
反
面
で
違
う
考
え
方
の

意
見
も
届
い
て
い
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の

か
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
事
業
の
周
知

に
関
す
る
意
見
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
活
用
の
是
非
に
関
す

る
意
見
、
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
な
ど

が
あ
っ
た
。

問
　
事
業
は
３
年
２
月
末
で
終

了
と
な
る
が
、
大
き
な
効
果
を

生
み
出
し
た
流
れ
を
止
め
る
の

で
は
な
く
、
次
に
生
か
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
国
に
お
い
て
も
第
３
次
補

正
予
算
の
作
業
を
進
め
て
い

る
。
事
業
の
追
加
実
施
を
含
め

て
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
本
市
も
現

在
、
来
年
度
予
算
の
編
成
作
業

中
で
あ
る
。
こ
こ
で
実
施
に
つ

い
て
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
実
施
し
た
事
業
内
容
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
と
検
証
し

て
、
次
に
生
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

予
算
編
成
の
考
え
方

問
　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
、
市
税
が
ど
の
程
度

減
収
す
る
と
想
定
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
に
伴

い
、
歳
入
の
根
幹
を
成
す
市
税

が
、
法
人
市
民
税
を
中
心
に
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
を
見
込
ん

で
い
る
。
２
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
、
現
時
点
で
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
並
み
と

な
る
30
億
円
以
上
の
減
収
を
想

定
し
て
い
る
。

問
　
市
税
が
大
幅
に
減
収
す
る

見
込
み
の
中
で
、
新
た
な
収
入

確
保
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

伺
う
。

市
長
　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
の
大
胆
な
見
直
し
や

再
構
築
に
よ
り
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、

収
納
率
の
向
上
や
国
・
県
の
新

規
補
助
金
に
関
す
る
情
報
収
集

を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
更
に

拡
充
さ
せ
、
収
入
確
保
に
努
め

農
業
と
観
光
資
源
の
融 

合
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

問
　
ゆ
る
ぎ
地
区
は
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
地
区
活
性
化
へ
協

議
を
進
め
て
き
た
。
農
業
と
観

光
資
源
の
融
合
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
昨
年

度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
想

定
さ
れ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

森
林
体
験
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
要

素
を
備
え
た
収
穫
体
験
農
園
、

滞
在
型
の
市
民
農
園
で
あ
る
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
基
礎
調
査
の
結
果
を

て
い
く
。

問
　
３
年
度
の
予
算
編
成
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

市
長
　
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
や
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
守
る
こ
と

は
、
感
染
症
と
隣
り
合
わ
せ
の

社
会
に
お
い
て
も
、
終
息
後
の

社
会
に
お
い
て
も
、
変
わ
る
こ

と
な
く
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
新
し
い

生
活
様
式
の
浸
透
を
図
る
施
策

に
財
源
を
集
中
さ
せ
、
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
や
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
を
通
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
努
め
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
市
民
の
生
命
や
財

産
、
生
活
を
守
り
、
さ
ら
に
ま

ち
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

く
。押

印
の
見
直
し

問
　
国
が
進
め
る
押
印
廃
止
の

動
き
に
つ
い
て
、
本
市
の
行
政

手
続
き
及
び
庁
内
手
続
き
を
踏

踏
ま
え
、
事
業
主
体
や
候
補
場

所
、
採
算
性
な
ど
、
実
現
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
６
次
産
業
化
を
含
め
た
地

域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
考
え
て
い
る
人

へ
の
支
援
策
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
法
律

の
規
制
や
事
業
計
画
の
作
成
、

商
品
開
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
農
業

者
と
協
議
し
な
が
ら
、
内
容
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
散
策
に
来
た
人
や
農
作
物

を
守
る
た
め
に
鳥
獣
対
策
を
早

急
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
今
年

度
は
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
改

訂
年
度
で
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
対
策
を
検
証
し
進
め
て

い
る
。
現
状
に
合
っ
た
有
効
な

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

平
塚
市
学
校
給
食 

基
本
構
想
・
基
本
計
画

問
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
委
託
を
行
う
が
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
今
年
度
内
に

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
と

契
約
を
行
う
。
令
和
３
年
度
に

実
施
方
針
や
要
求
水
準
書
の
公

表
、
特
定
事
業
の
選
定
な
ど
を

進
め
、
事
業
者
の
選
定
ま
で
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

問
　
３
年
度
の
認
証
に
向
け
て

土
屋
小
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
学
校
安
全
の

取
り
組
み
を
着
実
に
実
践
す
る

条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
る
学
校

と
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
考
え
に
基

づ
き
、
生
活
安
全
・
災
害
安

全
・
交
通
安
全
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画
を
立
案
し
、
認
証
に

向
け
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

神
奈
川
大
学
移
転

問
　
５
年
の
理
学
部
移
転
ま
で

に
、
情
報
交
換
が
大
事
に
な
る

が
、
大
学
の
意
向
を
含
め
て
ど

う
情
報
収
集
を
し
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
情
報
収
集
に

つ
い
て
面
談
を
し
て
い
る
。
今

後
も
、
工
夫
を
重
ね
粘
り
強
く

接
触
の
機
会
を
設
け
て
、
情
報

の
入
手
に
努
め
て
い
き
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設

問
　
吉
沢
保
育
園
と
土
屋
幼
稚

園
を
統
合
し
、
新
た
な
認
定
こ

ど
も
園
を
整
備
す
る
。
ど
の
よ

う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
吉
沢
公

民
館
建
て
替
え
後
の
跡
地
に
民

間
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
の
教
育
、
保
育
ニ
ー
ズ
な

ど
を
分
析
し
検
討
し
て
い
く
。

問
　
整
備
計
画
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
３
年
度

か
ら
基
本
方
針
な
ど
を
検
討

し
、
改
め
て
保
護
者
な
ど
へ
説

明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
４

年
度
以
降
に
事
業
者
の
公
募
と

選
考
を
し
、
６
年
度
以
降
の
開

設
を
見
込
ん
で
い
る
。

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９月定例会の予定

議案番号 件　名 結果

第１号 令和２年度平塚市一般会計補正予算 可決

市長提出議案

　１月15日に市議会１月臨時会を開催し、市長提出議案とし
て一般会計補正予算１案件が提出されました。
　新型コロナウイルスワクチンの接種体制を確保するに当た
り必要となるシステム改修費などのほか、コールセンター設
置に係る事務費や委託料など7046万円を増額補正するもの
で、審議の結果、全員異議なく可決しました。
　この結果、一般会計の予算総額は1200億8533万円となりま
した。

１月臨時会を開催
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海
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
へ

問
　
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
公
園
整

備
は
選
ば
れ
る
ま
ち
に
必
要
な

事
業
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
重
な
る
。
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
海
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
多
い
理
由
を
伺
う
。

市
長
室
長
　
子
育
て
世
代
の
意

識
調
査
で
湘
南
エ
リ
ア
は
移
住

先
と
し
て
人
気
が
高
い
が
、
本

市
に
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
と

い
う
結
果
が
出
た
の
で
、
海
を

テ
ー
マ
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

タ
ウ
ン
紙
の
意
見
広
告

問
　
環
境
保
全
を
考
え
る
議
員

有
志
の
会
が
タ
ウ
ン
紙
に
載
せ

た
意
見
広
告
を
ど
う
思
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
海
辺
の
総
合

公
園
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る

が
、
書
か
れ
て
い
る
の
は
商
業

施
設
を
つ
く
る
開
発
計
画
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
営
利

目
的
の
商
業
施
設
に
管
理
費
と

し
て
20
年
間
で
６
億
円
支
払
う

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
カ
フ
ェ

な
ど
の
施
設
は
事
業
者
の
費
用

で
整
備
し
維
持
管
理
す
る
も
の

で
あ
り
、
非
常
に
分
か
り
に
く

い
表
現
で
あ
る
と
思
う
。
市
民

に
誤
解
を
与
え
る
よ
う
な
表
現

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は

残
念
に
思
っ
て
い
る
。

問
　
市
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
い
ろ
い
ろ
な

場
を
通
じ
て
正
確
な
情
報
を

し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
く
。

樹
木
で
命
を
守
れ
る
か

問
　
津
波
か
ら
命
を
守
る
樹
木

を
切
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

声
も
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
で
は
津
波
避
難
ビ
ル
な

ど
に
迅
速
に
避
難
す
る
必
要
が

あ
る
。
国
の
資
料
か
ら
も
樹
木

に
よ
る
緩
衝
機
能
は
大
き
く
期

待
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
整
備
後
に
残
っ
た
樹
木
を

ど
う
健
全
化
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
公
園
に
必
要

な
機
能
を
整
備
す
る
た
め
に
樹

木
を
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
残
す

こ
と
を
念
頭
に
、
残
っ
た
樹
木

が
健
全
に
成
長
で
き
る
よ
う
間

伐
し
、
維
持
管
理
し
て
い
く
。

地
下
駐
車
場
プ
ラ
ン

問
　
プ
ー
ル
跡
地
の
み
に
施
設

と
地
下
駐
車
場
を
整
備
す
る
と

い
う
市
民
か
ら
の
提
案
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
プ
ー
ル
跡
地

に
駐
車
場
と
建
物
が
で
き
た
だ

け
で
は
海
辺
の
総
合
公
園
の
整

備
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま

た
、
地
下
駐
車
場
は
高
潮
や
関

東
大
震
災
程
度
の
地
震
で
起
き

る
津
波
よ
り
低
く
な
り
許
可
を

得
る
の
が
難
し
い
と
考
え
る
。

事
業
者
か
ら
地
下
駐
車
場
整
備

の
提
案
が
な
く
選
び
よ
う
が
な

い
こ
と
や
費
用
が
高
額
に
な
る

と
い
う
問
題
も
あ
る
と
思
う
。

公
園
整
備
を 

市
長
に
聞
く

問
　
本
市
は
住
み
た
い
ま
ち
と

し
て
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

早
期
に
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
住
民
の
懸
念
に
配

慮
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行

い
、
市
民
や
来
街
者
に
と
っ
て

安
心
安
全
で
愛
さ
れ
る
公
園
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
改
革 

待
っ
た
な
し

問
　
市
役
所
の
改
革
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
把
握
で
き
る
よ
う
職
員
の
意

識
付
け
を
進
め
た
い
。
ま
た
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
市
民
の
利

便
性
を
高
め
、
職
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

海
辺
の
魅
力
、
住
み
た
い
ま
ち
へ

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
公
園
整
備
事
業

野
崎
　
審
也 

議
員

総務経済
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第98号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　総務費の視聴覚広報推進事業
で、新型コロナウイルス感染症拡
大防止の意識啓発を図る動画を制
作する。その内容と費用の内訳を
伺う。
　家庭内での感染拡大を防ぐた
めの方法を周知する動画を制作す
る。制作費が約110万円、バスの
車内デジタルサイネージと商業施
設の大型ビジョンでの放映に係る
経費が約40万円である。
　選挙管理委員会庶務事業で補
正予算を計上している消耗品費の
内容と、投票用紙自動交付機の購
入台数、設置場所を伺う。
　消耗品費の内容は、主に選挙
人のアルコール消毒液と、投票器
材の消毒・除菌に係る消毒液の購
入費である。投票用紙自動交付機
は５台の購入を予定しており、次
回の衆議院選挙から開設を予定し
ているラスカ平塚の期日前投票所
で使用したいと考えている。

都市建設
　議案４案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第93号　平塚市営住宅条例
の一部を改正する条例
　所得税法などの改正に伴い条
例を改正するが、どのような影響
があるのか。
　所得税法の寡婦（寡夫）の定
義が変わり、婚姻歴のないひとり
親も控除が受けられるようになっ
た。公営住宅については、先んじ
て未婚のひとり親を寡婦（寡夫）
とみなして控除を適用していた
が、所得税の控除額が増額したこ
とから、一部の世帯で家賃額が減
額となる可能性がある。
○議案第98号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　土木費の公園施設維持管理事
業で、樹木のナラ枯れによる枯損
に対応するための補正予算を計上
しているが、その内容を伺う。
　枯損が確認された樹木のうち
園路や広場に近く、倒木した時に
被害が予想される樹木を優先的に
伐採するもので、20本程度を予定
している。

環境厚生
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は継続審
査とすべきものと決定しました。
○議案第98号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　民生費の福祉総務庶務事業
で、ＡＩサーモグラフィーを購入
するが、金額と購入方法を伺う。
　通常価格25万円で販売され
ているものを予算計上しており、
競争入札で購入する予定である。
○議案第99号　令和２年度平塚市
病院事業会計補正予算
　新型コロナウイルス感染症対
策に係る診療材料費と、高額薬品
などの使用増加による薬品費の支
出増加のため補正予算を計上して
いるが、その内容を伺う。
　診療材料費はＰＣＲ検査の試
薬などが増加したこと、薬品費は
当初予算で見込んでいなかった高
額な薬品を使用する患者が入院し
たことによる増加である。
　感染症対策で新たに購入する
医療器械とは何か。
　人工呼吸器や防護服、簡易陰
圧装置などを購入予定である。

教育民生
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第98号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　総務費の地域窓口センター事
業について、駅前市民窓口セン
ターにキャッシュレス決済を導入
するが、どのような種類のものを
考えているのか。
　交通系、流通系の電子マネー
を考えている。駅前という立地か
ら鉄道やバスを使う人、買い物を
する人が多くいる。駅前市民窓口
センターでの実施は大きな効果が
見込まれると考えている。
　教育費の博物館教育普及活動
推進事業で、指定寄附金を活用し
た補正予算を計上しているが、そ
の内容を伺う。
　３次元モデルの説明が可能と
なるようデジタル制御でさまざま
な材料を削り出す切削加工機と、
生物分野の資料を冷凍保存するた
めのノンフロン冷凍庫を購入す
る。また、古文書などの紙の資料
を保存する際に劣化を防ぐための
中性紙封筒を作成する。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

議会だより１面掲載写真について
　平塚市議会では議会だより１面に掲載する写真を募
集していますが、今後、より親しまれる議会だよりを
目指して、学生や市民活動団体にもご協力いただき写
真を掲載していきます。

一般公募も引き続き実施いたします
　市内に在住又は在勤・在学の方を対象に、季節を感
じられる写真など、平塚市の魅力を収めた一枚を募集
しています。
　詳しい応募方法などは、市議会ホームページをご覧
いただくか、議会局までお問い合わせください。

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

数田 俊樹 議員片倉 章博 議長 佐藤 貴子 議員

清風クラブ 所 属 議 員
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問
　
感
染
者
の
自
宅
療
養
が
急

増
し
て
い
る
。
軽
症
者
用
の
宿

泊
療
養
施
設
を
市
と
し
て
整
備

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
県
が
計
画
的
に
整
備
し

て
い
る
の
で
、
県
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
検
討
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
現
在
、
市
内
の
自
宅
療
養

者
は
何
人
い
る
の
か
。

市
長
　
本
市
で
は
保
健
所
を
設

置
し
て
い
な
い
の
で
感
染
者
の

現
状
は
把
握
し
て
い
な
い
。
保

健
所
で
感
染
者
の
入
院
、
療

養
、
そ
の
後
の
症
状
な
ど
を
追

跡
調
査
し
て
い
る
が
、
詳
細
は

公
表
し
て
い
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
で
も 

差
別
な
い
よ
う
啓
発
を

問
　
多
く
の
市
民
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
感
染

予
防
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

国
の
分
科
会
は
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
重
症
化
予
防
効
果
は
期
待

さ
れ
る
が
、
発
症
予
防
や
感
染

予
防
の
効
果
は
今
後
の
評
価
を

待
つ
必
要
が
あ
る
と
し
、
ワ
ク

チ
ン
に
発
症
や
感
染
を
予
防
す

る
効
果
を
認
め
て
い
な
い
。
市

は
ワ
ク
チ
ン
を
ど
の
よ
う
な
も

の
と
想
定
し
て
い
る
か
。

市
長
　
12
月
に
改
正
予
防
接
種

法
が
成
立
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
国
民
の
努
力
義
務
と
す
る
こ

と
、
接
種
は
市
町
村
が
実
施
し

て
国
が
全
額
費
用
負
担
す
る
こ

と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
し
か

し
、
現
時
点
で
国
か
ら
は
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
や
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
研
究
段
階
の
情
報
し

か
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
象
者
や
接
種
方
法
な
ど
詳
細

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
具

体
的
な
想
定
は
困
難
で
あ
る
。

問
　
予
防
接
種
法
で
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
強
制
で
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。
接
種
し
な
い
人
が

学
校
な
ど
で
差
別
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
接
種
し
な
い
人
、
希
望

し
な
い
人
が
、
不
当
な
差
別
を

受
け
る
こ
と
や
不
利
益
を
被
ら

な
い
よ
う
、
周
知
、
啓
発
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

海
岸
開
発
計
画
、
住
民 

説
明
会
で
虚
偽
説
明
は 

不

適

切

問
　
湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ
丘

ゾ
ー
ン
整
備
・
管
理
運
営
事
業

に
つ
い
て
、
10
月
に
市
民
を
対

象
と
し
た
説
明
及
び
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
設
置
に
関
す
る
防

犯
上
の
懸
念
に
対
し
て
、
警
察

と
連
携
し
駆
け
付
け
な
ど
の
対

応
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
相
談

を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い

た
が
、
通
常
の
通
報
と
ど
う
違

う
の
か
。
警
察
と
ど
の
よ
う
な

協
議
を
し
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
問
題
が
起
き

た
際
に
電
話
を
す
れ
ば
警
察
が

駆
け
付
け
て
く
れ
る
と
い
う
一

般
的
な
話
を
し
た
。
平
塚
警
察

署
に
は
７
月
に
計
画
の
概
要
を

説
明
し
て
い
る
。

問
　
通
常
の
通
報
で
あ
る
の
に

民
間
警
備
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
の

よ
う
な
業
務
を
警
察
が
行
っ
て

く
れ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る

説
明
を
し
た
り
、
警
察
へ
計
画

の
概
要
を
話
し
た
だ
け
で
あ
る

問
　
ポ
イ
ン
ト
購
入
者
全
体
の

市
内
、
市
外
の
割
合
と
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
購
入
者
全
体

の
割
合
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
に
ど

の
よ
う
な
苦
情
が
あ
っ
た
か
。

産
業
振
興
部
長
　
事
業
を
知
ら

な
か
っ
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
な
い
人
も
参
加
で
き
る

よ
う
考
え
て
ほ
し
い
、
希
望
者

全
員
が
買
え
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
　
追
加
販
売
前
に
商
工
会
議

所
な
ど
か
ら
市
民
限
定
販
売
を

求
め
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ
市
民

優
先
に
し
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
一
般
販
売
時

に
買
え
な
か
っ
た
人
が
６
千
人

を
超
え
、
早
期
の
販
売
を
望
む

声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
続

き
に
時
間
を
要
す
る
市
民
限
定

販
売
で
は
行
わ
な
か
っ
た
。

問
　
市
民
限
定
販
売
で
は
ど
う

市
民
と
判
断
し
た
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
住
所
で
あ

る
。
市
民
が
あ
え
て
嘘
の
情
報

を
つ
く
る
と
は
想
定
に
な
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
会
費
を

や
り
取
り
し
た
く
な
い
と
い
う

声
が
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
民
部
長
　
取
り
組
ん
だ
自
治

会
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
困

難
と
考
え
る
。
し
か
し
、
感
染

予
防
対
策
や
役
員
の
負
担
軽
減

と
い
う
意
味
で
は
好
事
例
で
あ

る
。
今
後
、
情
報
提
供
や
相
談

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問
　
情
報
格
差
を
解
消
す
る
た

め
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
産
業
分
野
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支
援

補
助
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

公
共
空
間
の
有
効
活
用

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
６
月
に
国

が
飲
食
店
等
の
路
上
利
用
に
つ

い
て
道
路
占
用
許
可
基
準
を
緩

和
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
申
請
が

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

土
木
部
長
　
相
談
は
あ
っ
た
が

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問
　
市
道
の
歩
道
の
み
で
午
前

10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
許

可
で
あ
る
が
一
律
で
は
な
く
個

別
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長
　
本
市
が
許
可
し
て

も
交
通
管
理
者
の
警
察
が
許
可

し
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。

問
　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
者
の

支
援
と
財
源
確
保
の
た
め
、
市

庁
舎
本
館
前
な
ど
に
出
店
で
き

な
い
か
。

土
木
部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業

者
に
負
担
を
求
め
ら
れ
な
い
こ

と
や
、
構
造
上
の
課
題
な
ど
も

あ
り
考
え
て
い
な
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
を
支
え
る
た
め
、
公
共
空
間

を
開
放
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
本
館
の
周
囲
や
そ

れ
以
外
も
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

の
に
相
談
中
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
こ
れ
は
虚
偽
の
説
明

で
不
適
切
で
あ
る
。
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
解
釈
の
問
題
も
あ
る

が
、
事
業
を
進
め
る
方
向
や
内

容
、
ま
た
、
担
当
が
行
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
虚
偽
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
の
保
育
と
教
育 

市
長
が
座
長
で
検
討
を

問
　
保
育
や
幼
稚
園
の
現
場
か

ら
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
の

支
援
策
を
利
用
す
る
準
備
が
な

い
ま
ま
入
園
す
る
子
供
が
増
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
や
利
用
要
件
な
ど
を
ま
と

め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
周

知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
部
署
ご

と
に
情
報
発
信
を
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
関

係
部
署
や
各
施
設
と
連
携
し
、

支
援
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
の

手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
支
援
が
必
要
な
未
就
学
児

の
教
育
の
場
と
し
て
も
公
立
幼

稚
園
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

３
年
保
育
や
一
時
預
か
り
の
実

施
な
ど
公
立
幼
稚
園
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
思
う

が
、
そ
の
座
長
を
市
長
が
務
め

て
ほ
し
い
。
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
庁
内
で

横
断
的
に
在
り
方
を
検
討
し
て

い
る
。
偏
っ
た
検
討
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
化
学
物
質 

減
ら
す
た
め
の
対
策
を

問
　
化
学
的
に
つ
く
ら
れ
た
香

料
や
抗
菌
消
毒
成
分
を
含
む
柔

軟
剤
な
ど
に
反
応
し
て
、
強
い

け
ん
怠
感
や
頭
痛
、
め
ま
い
な

ど
の
症
状
が
出
る
化
学
物
質
過

敏
症
の
子
供
が
増
え
て
お
り
、

学
校
な
ど
は
化
学
物
質
を
含
む

製
品
の
使
用
を
極
力
控
え
る
必

要
が
あ
る
。
市
教
育
委
員
会
で

は
学
校
内
の
化
学
物
質
を
極
力

減
ら
す
た
め
の
留
意
事
項
を
ま

と
め
た
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
作
業
に
着
手

し
て
い
る
。
教
職
員
や
保
護
者

へ
の
周
知
の
た
め
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
年
に
一
度
は
研
修
会
を
開

催
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
掲
載
を
検
討
し
、
啓

発
に
つ
い
て
も
努
め
た
い
。

ひ
ら
つ
か
☆
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ポ
イ
ン
ト
の
ま
と
め
と
今
後

渡
部
　
亮 

議
員

脱
ハ
ン
コ

懸
念
や
不
安
は

府
川
　
勝 

議
員

問
　
国
で
は
行
政
手
続
き
の
脱

ハ
ン
コ
を
推
進
す
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
は
「
わ
が

意
を
得
た
り
」
と
い
う
気
持
ち

で
あ
る
が
印
章
業
者
は
風
評
被

害
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
市

民
に
は
ど
の
よ
う
な
懸
念
や
心

配
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
申
請
書
な
ど

へ
の
本
人
確
認
の
た
め
の
押
印

や
長
年
の
押
印
文
化
が
変
化
す

る
こ
と
で
、
市
民
や
事
業
者
が

不
安
を
抱
く
懸
念
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
配
慮
が
必
要
と

考
え
る
。
見
直
し
の
目
的
や
必

要
性
を
十
分
精
査
し
、
署
名
や

身
分
証
明
書
で
本
人
確
認
を
す

る
な
ど
、
確
認
方
法
を
工
夫
し

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地 

だ
け
を
整
備
す
べ
き
だ

問
　
平
塚
江
南
高
校
出
身
で
30

年
前
に
海
岸
の
植
林
に
携
わ
っ

た
横
浜
国
立
大
学
の
藤
原
一
繪

名
誉
教
授
が
「
こ
の
樹
林
は
命

の
樹
林
だ
」
と
す
る
意
見
書
を

市
長
に
提
出
し
た
。
市
民
は
樹

林
を
伐
採
す
る
と
い
う
一
点
だ

け
に
反
対
な
の
だ
か
ら
、
プ
ー

ル
跡
地
だ
け
の
整
備
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
健

康
道
路
で
観
光
道
路
」
に
し
て

は
ど
う
か
。

土
木
部
長
　
過
去
に
実
施
し
た

測
量
調
査
の
結
果
か
ら
整
備
は

難
し
い
。
当
面
は
路
面
を
適
切

に
維
持
管
理
し
、
車
両
の
す
れ

違
い
が
困
難
な
箇
所
へ
の
待
避

所
設
置
な
ど
を
協
議
す
る
こ
と

で
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長
　
樹
林
地
も
含

め
て
海
辺
の
総
合
公
園
と
し
て

整
備
す
る
。
プ
―
ル
跡
地
の
み

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

母
子
生
活
支
援
施
設
を 

復
活
さ
せ
る
べ
き
だ

問
　
国
は
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
を
再
支
給
す
る
が

子
育
て
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
、
母
子
家
庭
の
状
況
は
更
に

深
刻
で
あ
る
。
本
市
が
母
子
生

活
支
援
施
設
の
花
水
台
ハ
イ
ム

を
廃
止
し
た
こ
と
で
県
西
部
に

は
施
設
が
な
い
。
施
設
を
復
活

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
花
水
台

ハ
イ
ム
廃
止
後
は
他
市
の
施
設

を
利
用
し
て
い
る
が
、
入
所
者

が
少
な
く
、
再
開
は
考
え
て
い

な
い
。
６
月
に
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

渋
田
川
堤
体
を
「
健
康 

道
路
で
観
光
道
路
」
に

問
　
渋
田
川
の
堤
防
道
路
は
舗

装
が
途
切
れ
る
な
ど
危
険
な
状

態
で
あ
る
。
特
に
自
転
車
通
行

が
と
て
も
危
険
で
あ
る
。
両
岸

の
堤
体
を
整
備
し
、
市
民
の
健

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

市
内
に
宿
泊
療
養
施
設
設
置
を

江
口 

友
子 

議
員

しらさぎ・無所属クラブ 所 属 議 員

端 文昭 議員 臼井 照人 議員 金子 修一 議員
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市
民
病
院
に
つ
い
て

問
　
市
の
職
員
定
数
条
例
か
ら

病
院
部
分
を
分
離
し
た
条
例
を

制
定
し
、
病
院
独
自
の
定
数
管

理
と
な
る
。
現
状
の
定
数
管
理

で
は
何
が
支
障
に
な
る
の
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
平
成

22
年
の
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
へ
の
移
行
で
人
事
面
と
財

政
面
の
管
理
は
病
院
に
移
っ
た

が
、
職
員
定
数
条
例
の
分
離
は

見
送
っ
て
お
り
、
公
営
企
業
の

利
点
を
生
か
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
。
独
自
に
定
数
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
な
病
院

運
営
に
取
り
組
め
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
条
例
制
定
に
伴
う
増
員
で

人
件
費
比
率
の
悪
化
が
見
込
ま

れ
る
が
、
将
来
構
想
の
目
標
値

を
ど
う
達
成
す
る
の
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
今
回

の
定
数
増
は
育
児
休
業
な
ど
に

よ
る
欠
員
に
対
応
す
る
も
の
で

影
響
は
少
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
将
来
構
想
の
収
支

計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
人
件
費

比
率
の
目
標
値
を
超
え
な
い
よ

う
、
経
営
状
況
や
医
業
収
益
と

給
与
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
職
員
を
採
用
し
て
い
く
。

問
　
糖
尿
病
な
ど
の
治
療
薬
で

あ
る
高
価
な
バ
イ
オ
医
薬
品
と

同
等
の
品
質
や
安
全
性
を
持
つ

バ
イ
オ
後
続
品
（
バ
イ
オ
シ
ミ

ラ
ー
）
を
活
用
し
、
医
療
費
の

削
減
に
取
り
組
め
な
い
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
バ
イ

オ
シ
ミ
ラ
ー
の
活
用
は
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
な
が
る
が
、
先

発
の
バ
イ
オ
医
薬
品
と
適
応
症

が
完
全
一
致
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
低
迷 

が
本
市
へ
及
ぼ
す
影
響 

と
新
た
な
日
常
の
構
築

問
　
本
市
財
政
は
長
期
の
減
収

が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
展
開
す
る
の
か
。

市
長
　
新
た
な
日
常
を
見
据
え

た
施
策
を
展
開
す
る
に
当
た

り
、
市
民
に
広
く
周
知
し
理
解

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
表

現
を
工
夫
し
、
行
財
政
へ
の
理

解
や
関
心
が
高
ま
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

問
　
ひ
ら
つ
か
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た
地
域
通

貨
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
将
来
的
な
地
域
通
貨
な

ど
へ
の
展
開
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
持
続
可
能
な
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
構
築
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
事
業
の
検

証
を
行
い
な
が
ら
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
解
雇
さ
れ
た
人
な
ど
を
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
た
企
業
に

対
し
て
、
雇
用
に
掛
か
る
費
用

相
当
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度

を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
雇
用
に
関
す
る
支
援
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
企
業
合
同

就
職
面
接
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
補
助
金
制
度
も
検
討
す

べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地 

区
土
地
区
画
整
理
事
業

問
　
ま
ち
び
ら
き
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
本
格
的
な
ま

ち
び
ら
き
は
、
相
模
小
学
校
や

イ
オ
ン
モ
ー
ル
な
ど
の
建
設
工

事
の
進
捗
を
見
据
え
て
開
催
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

主
催
者
と
な
る
土
地
区
画
整
理

組
合
が
詳
細
な
時
期
や
内
容
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問
　
本
事
業
で
市
民
が
不
安
を

募
ら
せ
る
要
素
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
意
見
集
約
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
意
見
集
約
と
し
て
は
、

３
月
か
ら
８
月
ま
で
の
６
か
月

間
に
わ
た
り
、
広
報
ひ
ら
つ
か

に
よ
る
情
報
提
供
や
市
民
意
見

募
集
、
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
市
民
対
話

や
少
人
数
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
開

催
可
能
な
方
法
で
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
中
で

災
害
に
対
す
る
不
安
の
声
が
あ

り
、
そ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
、
現
状
と
同
等
以
上
の
飛

砂
防
備
機
能
を
確
保
し
、
数
十

年
か
ら
数
百
年
に
一
度
と
発
生

頻
度
が
高
い
関
東
大
震
災
ク
ラ

ス
の
津
波
や
高
潮
は
、
標
高

６
・
５
メ
ー
ト
ル
の
防
護
水
準

に
対
し
て
地
盤
高
さ
８
・
０

メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
し
た
安
全

な
計
画
と
し
て
お
り
、
現
状
以

上
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
10
月
に
市
民
や
地
元
住

民
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
今
ま
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
ど
う
計
画
に
反
映
さ

せ
る
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方 

改
革
の
取
組
状
況

問
　
学
校
や
教
師
の
業
務
を
明

確
化
・
適
正
化
し
負
担
軽
減
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
保
護
者

や
地
域
社
会
の
理
解
、
協
力
を

認
知
症
個
人
賠
償 

責
任
補
償
制
度

問
　
認
知
症
個
人
賠
償
責
任
補

償
制
度
が
高
齢
者
福
祉
計
画
の

素
案
に
追
加
さ
れ
た
が
、
本
市

が
考
え
る
補
償
内
容
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
の
人
が
日

常
生
活
で
事
故
な
ど
を
起
こ

し
、
本
人
や
家
族
が
法
律
的
に

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
保
険

金
を
給
付
す
る
。
ま
た
、
本
市

が
保
険
料
の
一
部
を
負
う
こ
と

で
、
多
く
の
人
に
加
入
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

問
　
温
室
効
果
ガ
ス
と
気
候
変

動
に
対
す
る
危
機
意
識
に
つ
い

て
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
世
界
各
地
で
集
中
豪

雨
や
干
ば
つ
な
ど
が
頻
発
し
、

本
市
も
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
は
避
難
所
へ
の
避
難
者
が
過

去
最
多
に
な
る
な
ど
異
常
気
象

は
身
近
に
迫
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
気
候
変
動
の
主
な
原

因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
、

主
に
人
の
活
動
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
徹
底
的
な
排
出
削
減

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

問
　
２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
宣

言
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
総
理
大
臣
の
所
信
表

明
演
説
で
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱

炭
素
社
会
を
目
指
す
と
の
宣
言

が
あ
っ
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
は
排
出
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
を
森
林
な
ど
が
吸
収
す
る

こ
と
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
を
保
つ
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
本
市
は
来
年
度
の
環
境

基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
で
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

の
宣
言
に
つ
い
て
前
向
き
に
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
環
境
に
取
り
組
む
姿
勢
を

示
す
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

各
目
標
に
対
し
、
環
境
施
策
で

は
、「
ひ
ら
つ
か
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ

２
プ
ラ
ン
」
や
電
力
の
地
産
地

消
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ひ
ら
つ

か
」
と
協
働
の
食
品
ロ
ス
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

に
加
え
社
会
、
経
済
分
野
の
取

り
組
み
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図

り
、
本
市
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
宣
言
の
検
討
を
し
て
い
く
。

問
　
環
境
、
経
済
、
社
会
の
３

側
面
を
つ
な
ぐ
モ
デ
ル
事
業
を

各
都
市
が
宣
言
し
て
い
る
が
、

本
市
に
は
波
力
発
電
が
あ
り
、

こ
れ
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
展

開
で
き
な
い
か
。

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
教
育
委
員
会

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

地
域
共
生
社
会
・
脱
炭
素
社
会
を

目
指
し
て

上
野 

仁
志 

議
員

市
民
病
院
の
自
立
と
前
例
踏
襲
に

捉
わ
れ
な
い
事
業
展
開

鈴
木 

晴
男 

議
員

得
る
た
め
の
情
報
共
有
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。　

教
育
長
　
長
期
休
業
中
の
学
校

閉
庁
日
の
導
入
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
で
教
職
員
の
多
忙

化
や
業
務
改
善
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
応
答
専
用
留
守
番
電
話

の
設
置
時
に
は
、
全
保
護
者
と

地
域
住
民
に
通
知
を
出
し
、
働

き
方
改
革
の
取
り
組
み
へ
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
。石田 美雪 議員 秋澤 雅久 議員

公明ひらつか 所 属 議 員

企
画
政
策
部
長
　
波
力
発
電
は

東
京
大
学
と
の
協
力
、
ま
た
市

内
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

指
す
手
法
で
も
あ
る
。
こ
れ
に

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
組
み
合
わ

せ
て
、
宣
言
に
つ
な
が
る
も
の

が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
い
。

教
育
現
場
デ
ジ
タ
ル
化

問
　
遠
隔
授
業
は
不
登
校
の
児

童
生
徒
な
ど
が
学
び
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
希
望
と
な

る
。
１
人
に
１
台
の
端
末
を
配

備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
登
校
以

外
の
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル

の
一
つ
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
習
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
全
児
童
生
徒
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
情
報
に
触

れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
育
に
お

永田 美典 議員

　議会には、議員の調査研究のため、図書室の
設置が法律により義務付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とするため、市
役所本館８階の議場前の開放したスペースに議
会図書室を設け、市民・議会・行政が共同で利
用できる環境をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政府刊行物や市
の行政資料、地方自治や政策に関する書籍・雑
誌などがあります。また、会議録や議会だより
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　市役所にお越しの際にはぜひお立ち寄りくだ
さい。

議会図書室のご案内

市 議 会
ホームページ

市 議 会 に 関 する
情 報 は 市 議 会
ホ ー ム ペ ー ジ で
ご覧になれます。
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感
染
対
策
の
長
期
化
で 

今
後
の
市
政
運
営
は

問　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る

社
会
の
変
化
に
対
し
て
、
今
後

の
市
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
か

じ
取
り
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
市
民
の
生
命
や
財
産
、

生
活
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、

感
染
拡
大
防
止
や
地
域
経
済
の

着
実
な
回
復
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
対
応
す

る
新
た
な
日
常
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
本
市
が
「
さ
ら
に
、
選

ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る
ま

ち
」
と
な
り
、
子
や
孫
へ
た
し

か
な
平
塚
を
つ
な
い
で
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト

問　
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
対
象
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
利
用
者
に
限
ら
れ
た
こ
と
へ

の
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
普
及
へ
、
紙
か
ら

デ
ジ
タ
ル
に
転
換
さ
せ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
選
ん
だ
。
多
方
面
か
ら
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
は
真
摯
に
受

け
止
め
て
い
る
が
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
高
齢
者
も
多
く
い
た
。

平
塚
市
民
病
院
の
体
制

問　
今
の
診
療
体
制
を
伺
う
。

市
長　
感
染
防
止
の
た
め
の
資

器
材
の
整
備
や
、
院
内
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
体
制
の
確
立
を
し
、
診

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
市
内
で
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
、
医
師
会
と

協
力
し
て
本
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
本
市
で

は
、
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
が

陽
性
患
者
の
発
生
し
た
学
校
や

福
祉
施
設
な
ど
に
対
し
て
必
要

に
応
じ
て
集
団
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
、
行
政
検
査
の

拡
大
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
か
ら
の
情
報
を
注

療
を
維
持
・
継
続
し
て
き
た
。

現
状
は
、
院
内
感
染
の
防
止
を

最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
支
援
を

問　
支
援
の
状
況
を
伺
う
。

市
長　
国
に
よ
る
ひ
と
り
親
世

帯
へ
の
給
付
金
の
再
支
給
が
現

在
検
討
さ
れ
て
お
り
、
迅
速
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
で
は
「
こ
ど
も
の
総
合
相

談
」
で
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
開

始
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

大
型
事
業
の
進
捗
状
況

問　
進
捗
と
見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
や
相
模

小
学
校
移
転
整
備
事
業
、
見
附

台
周
辺
地
区
整
備
・
管
理
運
営

事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
・
運
営
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
財
政
状
況
に
留
意
し
な
が

ら
予
算
を
配
分
し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
へ 

金
目
川
・
鈴
川
合
流
部 

河
川
拡
幅
計
画
が
難
航

問　
河
川
合
流
部
の
流
下
能
力

は
ど
の
く
ら
い
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
県
の
評

価
結
果
で
は
将
来
の
能
力
に
比

べ
７
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

問　
流
下
能
力
不
足
に
対
す
る

河
川
拡
幅
計
画
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
県
は
策

定
し
た
計
画
に
基
づ
き
用
地
交

渉
し
て
い
る
が
難
航
し
て
お
り

計
画
通
り
に
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
も
積
極
的
に
交
渉
す
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
用
地
買
収
の

時
期
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

河
川
の
流
入
水
抑
制
を

問　
金
目
川
水
系
へ
の
流
入
水

抑
制
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
関
係
者

が
治
水
対
策
を
協
議
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
に
つ
い
て

国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
早
期
立
ち
上
げ
な
ど

を
県
に
対
し
要
望
し
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
車
配
備
を

問　
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
対

策
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を

配
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
、
購
入
す

る
準
備
を
し
て
い
る
。

新
川
排
水
路
の
整
備
を

問　
新
川
排
水
路
整
備
の
見
通

し
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
県
が
改

修
に
向
け
て
調
査
す
る
意
向
を

持
っ
て
お
り
、
費
用
分
担
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

問　
横
断
歩
道
な
ど
の
不
鮮
明

箇
所
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
危
険
箇

所
へ
の
対
策
の
状
況
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
学
校
か
ら
報
告
さ
れ
た
危
険

箇
所
の
改
善
を
教
育
委
員
会
か

ら
管
理
者
へ
依
頼
し
て
い
る
。

平
塚
駅
北
口
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
実
現
を

問　
実
現
の
見
通
し
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
ラ
ス
カ

平
塚
の
営
業
時
間
外
に
稼
働
す

る
よ
う
に
な
っ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
活
用
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
施
設
の
改
修

に
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問　
合
意
形
成
に
向
け
て
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
成
案
を
つ
く

り
管
理
者
と
協
議
を
進
め
る
。

自
治
会
な
ど
か
ら
話
し
合
い
の

提
案
が
あ
っ
た
場
合
は
真
摯
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

可
燃
ご
み
戸
別
収
集

問　
社
会
実
験
か
ら
の
移
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

環
境
部
長　
市
全
域
で
の
導
入

に
向
け
て
、
移
行
期
間
を
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
一
斉
の
導

入
で
は
な
く
順
次
拡
大
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
少
人
数

学
級
の
実
施
に
つ
い
て　

令
和

元
年
台
風
19
号
対
応
検
証
に
つ

い
て　

湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ

丘
ゾ
ー
ン
整
備
・
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

視
す
る
と
と
も
に
、
平
塚
保
健

福
祉
事
務
所
に
適
宜
協
力
す
る

こ
と
で
感
染
症
対
策
を
図
っ
て

い
く
。

経
営
困
難
業
者
と 

職
を
失
っ
た
市
民 

へ
の

支

援

策

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
中
小
企
業
が
生
ま
れ

て
い
る
。
市
内
の
中
小
企
業
の

状
況
と
、
市
が
講
じ
て
き
た
支

援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
市
内
中
小
企

業
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
金
融

総
合
案
内
窓
口
に
お
け
る
融
資

相
談
や
、
神
奈
川
県
の
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
と
連
携
し
た
経
営
相

談
会
な
ど
で
の
相
談
内
容
か
ら

も
、
一
時
期
に
比
べ
る
と
若
干

落
ち
着
い
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
本
市
で
は
、「
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
事
業
所

賃
借
料
相
当
額
の
補
助
」
や

「
新
た
な
資
金
の
創
設
」
を
行

う
と
と
も
に
、「
新
し
い
生
活

様
式
に
取
り
組
む
中
小
企
業
等

応
援
金
事
業
」
や
「
ス
タ
ー
ラ

イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
」、「
中

小
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
の
推
進
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
社
会
経
済
を
回
す

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

問　
最
近
の
失
業
者
数
の
推
移

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
失
業
し
た
市
民

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
失
業
者
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
平
塚

が
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
最
近

の
雇
用
失
業
情
勢
」
を
利
用
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
平
塚
管
内

の
求
人
数
、
求
職
者
数
と
、
全

国
の
完
全
失
業
率
の
推
移
を
把

握
し
て
い
る
。
就
労
支
援
と
し

て
は
、
一
度
に
複
数
社
の
採
用

面
接
が
受
け
ら
れ
る
企
業
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
月
に
２
回
の
個
別
就
労

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
今
年
度
の
企
業
合
同
就
職
面

接
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ

る
解
雇
や
雇
い
止
め
で
求
職
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感

染
予
防
対
策
を
十
分
講
じ
た
上

で
例
年
よ
り
回
数
を
増
や
し
て

開
催
し
た
。
今
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
平
塚
や
か
な
が
わ
労
働

セ
ン
タ
ー
湘
南
支
所
な
ど
の
関

連
機
関
と
連
携
し
、
求
職
者
の

早
期
就
労
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
雇
用
保
険
の
対
象
に
な
ら

な
い
非
正
規
労
働
者
に
は
一
時

金
の
支
給
が
緊
急
に
必
要
で
は

な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
福

祉
の
相
談
窓
口
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
へ
き
ち
ん
と
つ
な
い

で
い
く
。
福
祉
施
策
と
就
労
施

策
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

日本共産党平塚市議会議員団

市
民
の
命
と
く
ら
し
、
生
業
を

守
り
、
安
全
・
安
心
な
平
塚
を

石
田 

雄
二 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
打
ち
勝
ち

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

山
原 
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一 
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無
所
属

駅
周
辺
中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

久
保
田 

聡 

議
員

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問
　
若
手
商
業
者
で
組
織
す
る

ま
ち
な
か
活
性
化
隊
の
よ
う
な

団
体
が
主
体
と
な
り
、
市
も
連

携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
理
想
の
形
で
あ

る
。
更
に
組
織
を
膨
ら
ま
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
非
常
に
大
事

な
組
織
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

で
き
る
支
援
が
あ
れ
ば
実
施
し

て
い
き
た
い
。
ま
ち
な
か
活
性

化
隊
の
活
動
を
最
後
ま
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
行
政
で

も
相
談
に
乗
り
な
が
ら
、
や
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。中

心
市
街
地
に
お
け
る 

建
物
の
高
さ
制
限

問
　
高
さ
制
限
を
撤
廃
、
も
し

く
は
更
に
緩
和
し
た
際
に
生
じ

る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
メ

リ
ッ
ト
は
、
駅
周
辺
の
ま
ち
な

か
居
住
の
需
要
が
高
く
、
共
同

住
宅
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
築
物
に
よ
る

土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

駐
車
場
な
ど
の
未
利
用
地
が
活

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
狭
小
敷
地
へ
の

高
層
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
る

市
街
地
環
境
の
悪
化
や
、
駅
を

中
心
と
す
る
商
業
地
域
へ
の
高

層
住
宅
化
が
進
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

問
　
平
成
27
年
度
に
高
度
地
区

の
運
用
基
準
な
ど
を
見
直
し
て

か
ら
実
績
が
な
い
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
お
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
条
件

が
厳
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
る

と
思
う
。
本
市
と
し
て
は
、
土

地
の
共
同
化
に
よ
る
総
合
設
計

制
度
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る

が
、
地
権
者
の
合
意
形
成
で
課

題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
空
地
率
な
ど
の
条
件
も
理

由
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
中
心
市
街
地
の
高
さ
制
限

の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
団
体
か

ら
陳
情
書
が
出
て
い
る
。
こ
れ

は
、
市
長
に
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
た
か
じ
取
り
を
期

待
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
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　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映さ
せる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の常
任委員会などへ付託して審査します。その後、委員
会審査の結果を本会議へ報告し、議会としての採択、
不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じよ
うな性格のものですが、
紹介議員を必要とせず、
提出後は議会運営員会で
その取り扱いについて協
議します。

請願・陳情を市議会へ

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子は、インターネッ
トで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は市議
会ホームページからアクセスしてください。議
員、会派、ことばなどを検索して映像を選べま
す。
　録画中継は発言日の
お お む ね １ 週 間 後 か
ら、 会 議 録 を ホ ー ム
ページに掲載するまで
の間、ご覧いただけま
す。

一般会計・特別会計決算
○総務費　広聴活動事業

　市民と市長の対話集会が元年
度は１回しか開催されなかった
が、どのような内容であったか。

　元年度は選挙もあり１回の開
催となったが、20代を対象にし、
12人に参加してもらった。結婚や
就職を機に本市へ移り住んだ人が
多く、以前住んでいた街と比較を
した意見をもらうことができた。
○総務費　オリンピック事前キャ
ンプ誘致等推進事業

　リトアニア共和国のホストタ
ウンとして、元年度にどのような
ＰＲを行ったのか。

　選手たちがテストキャンプを
行った際には、湘南ベルマーレの
試合会場で来場者へＰＲした。ま
た、七夕まつりではブースの出店
やリトアニア共和国からの七夕飾
りを掲出するなどＰＲを行った。
○民生費　介護人材育成定着支援
事業

　事業の当初予算は140万円で

あるが、執行率は20％程度となっ
ている。その要因を伺う。

　二つの補助事業があり、介護
職員初任者研修受講促進事業が５
人、介護職員等宿舎借上げ支援事
業が2人と元年度の実績が少なかっ 
た。更なる事業の周知が課題であ
ると捉えている。
○民生費　民間保育所保育士確保
支援事業

　貸付金や交付金の制度によっ
て新たに56人の保育士が民間保育
所で就労を開始したとあるが、制
度をどのように評価しているか。

　就職促進貸付金は本市独自の
制度であり、引っ越し費用にも使
えるといった点が好評である。し
かし、元年度の新規利用者が３人
と少なく、積極的に働き掛けてい
きたい。就労支援交付金は新規利
用者が53人と多く、保育士の継続
的な就労で保育所の安定した経営
に寄与できていると考えている。
○衛生費　母子保健事業

　元年10月から始まった産前・

産後ヘルパー派遣事業の取り組み
内容と実績を伺う。

　心身の不調などで家事や育児
を行うのが困難な世帯に、市が委
託した事業者からヘルパーを派遣
する。母子健康手帳取得後から産
後５か月までに20回を限度に利用
でき、８人が延べ120回利用した。
○土木費　総合公園管理運営事業

　台風によって総合公園内の樹
木が倒れるなど被害があった。樹
木の管理はどうしているのか。

　樹木は委託事業者と職員が連
携して管理している。台風の接近
前と通過後には園内を見回り、せ
ん定などを行っている。
○消防費　住宅密集地等消火体制
強化事業

　消防車が入れないような住宅
密集地において消火用資機材を設
置し、訓練を行ったとあるが、そ
の内容を伺う。

　消防用ホースやスタンドパイ
プなどの資機材を自治会・町内会
単位で設置した。住民へ資機材の
取り扱いを説明し、実際に放水ま
で行ってもらう訓練をした。
○教育費　サン・サンスタッフ派
遣事業

　決算額は約7,618万円となっ
ているが、事業は定着をしている

のか。また、金額は十分なのか。
　学習支援補助員と学校司書の

双方で成果が出ていると思う。ス
タッフの勤務日数や時間、人数な
どを増やしてほしいと要望を受け
ているので、今後なるべく要望に
沿えるよう検討したい。
病院事業決算

　市からの長期借入金35億円の
返済計画と、企業債の返済のピー
クを伺う。

　長期借入金は６年度から５年
間で返済していく。企業債は４年
度にピークを迎え、返済額約11億
4,000万円となる。長期借入金の
返済と企業債の返済のピークが重
ならないようになっている。
下水道事業決算

　国は、人口減少にあわせた適
切な施設整備と持続的な維持管理
へ、世代の公平を保つために下水
道の使用料対象経費を含める資産
維持費の概念を打ち出している。
どのような検討をしたか。

　使用料収入は、現状、経費回
収率が100％を超えており、今後
３年間は維持される見込みであり
改定は不要としている。資産維持
費については、具体的な算定方法
がまだ示されていないことから、
引き続き検討していく。

　９月定例会で継続審査とした令和元年度決算の認定に関する議
案について、９月30日から10月１日にかけて開催した決算特別委
員会で審査し、付託した４案件は全て認定すべきもの、可決すべ
きものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要

無 所 属 議 員

小泉 春雄 議員



令和3年（2021年）2月5日第２１７号 ひらつか議会だより

　３月定例会の本会議と常任委員会は、右記日
程での開催を予定しています。本会議は午前10
時に開会の予定です。
　なお、本会議はケーブルテレビ（ＳＣＮ）での
生中継と当日夜の録画放送、インターネットで
の生中継と録画中継の配信を行っています。ぜ
ひご利用ください。

市 議 会 の 傍 聴 に つ い て

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

会 派 と 所 属 議 員

審議の結果
〇は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ

認第1号 決算の認定について〔令和元年度平塚市一般会計・特別会計決算〕 認定 ○ ○４
退２ ○ ○ × ○ ○

認第2号 決算の認定について〔令和元年度平塚市病院事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第3号 決算の認定について〔令和元年度平塚市下水道事業決算〕 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第81号 利益の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第88号 平塚市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第89号 平塚市民病院職員定数条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第90号 平塚市市税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第91号 平塚市税外収入に対する督促及び延滞金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第92号 平塚市民センター条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第93号 平塚市営住宅条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第94号 指定管理者の指定について〔平塚栗原ホーム〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第95号 指定管理者の指定について〔平塚市袖ケ浜デイサービスセンター〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第96号 指定管理者の指定について〔馬入ふれあい公園〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第97号 住居表示に関する法律第3条第1項の規定による本市における市街地の区域及び当該区域における住居表示
の方法について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第98号 令和2年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第99号 令和2年度平塚市病院事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第100号 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第101号 令和2年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

今後の市議会の対応について
　本紙に掲載されている情報は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の取り組みに伴い変
更する場合があります。
　詳細については議会局までお問い合わせく
ださい。

報告番号 件　名
第13号 専決処分の報告について

報　告

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ

第5号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願番号 件　名 付託委員会 結果

第5号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための請願 環境厚生常任委員会 継続審査

請　願

湘南フォーラム（湘）
府川正明　　山原栄一　　出村　光

公明ひらつか（公）
秋澤雅久　　石田美雪　　上野仁志　　鈴木晴男
永田美典

清風クラブ（清）
佐藤貴子　　数田俊樹　　野崎審也　　諸伏清児
坂間正昭　　須藤量久　　黒部栄三　　片倉章博
※片倉議長は採決に加わっていません

日本共産党平塚市議会議員団（共）
石田雄二　　松本敏子
無所属
Ａ久保田聡　Ｂ小泉春雄

しらさぎ・無所属クラブ（し）
渡部　亮　　江口友子　　端　文昭　　金子修一
府川　勝　　臼井照人

　平塚市議会では、12月定例会から本会議及び
委員会の傍聴にお越しくださる皆様に次のこと
をお願いしています。

新型コロナウイルス感染症への
対応

○�非接触型体温計による検温にご協力をお願い
します� �
（検温の結果、37.5度以上の場合は傍聴をお断
りさせていただきます）
○マスクを着用してください
○�入場時にアルコール消毒液による手指消毒を
してください
○�風邪のような症状がある方は、傍聴をご遠慮
ください

※�本会議は、ケーブル
テレビやインター
ネットで御視聴いた
だけます。

　本会議など各種会議での質問や答弁などは、会議録にまとめて公開しています。
　12月定例会の会議録は２月中旬から公開します。市役所本館８階の議会図書室や５階の市政
情報コーナー、各地区の公民館、各図書館でご覧ください。
　※１月臨時会の会議録は５月下旬から公開します。
●会議録検索システムのご利用を
　閲覧には、市議会ホームページの会議録検索システムもご利用ください。キーワードや日
程、発言者から検索できます。

３月定例会の予定

26日金

３日水

17日水

３月１日月

５日金

２月16日火

２日火

10日水

８日月
９日火

本会議（提案説明など）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問、総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

常任委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

本会議（表決など）

12月定例会の会議録は２月中旬に公開お 知 ら せ


